
 

 

 
令和５年度 公益社団法人大学コンソーシアム石川 事業報告 

Ⅰ 教務学生事業＜教務学生専門部会＞ 

１ シティカレッジ単位互換事業【自主事業】 
「いしかわシティカレッジにおける単位互換等に関する包括協定書」に基づき、学生の履修機会の拡

大や県民に対する生涯学習の機会を提供 

授業形態は、オンライン授業を拡充し利便性を図り、各高等教育機関の魅力ある授業（オンライン 

科目全ての科目について）の全国展開を実施 

① 授業科目数 

年 度 合  計 前期開講科目 後期開講科目 通年科目 

５年度  １０３（４８） ５３（２５） ５０（２３） ０ 

４年度  ９０（４７） ４２（１９） ４８（２８） ０ 

             ※表内の（  ）は、シティカレッジ開講科目数（内数）を示す。 

② 受講学生数 

年 度 合  計 学  生 
社会人 

〔シティカレッジ〕 
前年比 

５年度前期 
１,６３２ 

（２７２） 

１,５１８ 

（１５８） 
１１４ －３７１ 

５年度後期 
１，３７６ 

（３１８） 

１，３０３ 

（２４５） 
７３ ＋８７ 

５年度計 
３，００８ 

（５９０） 

２，８２１ 

（４０３） 
１８７ －２８４ 

４年度前期 
２，００３ 

（２０８） 

１,９４３ 

（１４８） 
６０ ＋２９６ 

４年度後期 
１，２８９ 

（３４１） 

１,１５９ 

（２１１） 
１３０ ＋６３ 

４年度計 
３，２９２ 

（６０９） 

３,１０２ 

（４１９） 
１９０ ＋３５９ 

※表内の（  ）は、シティカレッジ受講生数（内数）を示す。 

 （前期） 

・シティカレッジ 

開講予定科目数：２５科目 → ２０科目開講 

以下の５科目は、申込み者が３名以下で未開講 

文学（史記を読む）（金城大学短期大学部） 

中国語会話Ⅲ（上級クラス）（北陸大学） 

不確実な未来に対する防衛学（北陸大学） 

東アジア経済と社会（北陸大学） 

国際社会学（金沢星稜大学） 

  ・提供機関開講科目 

開講予定科目数：２８科目 →  ２６科目開講（受講生なし２科目） 

・各高等教育機関の魅力ある授業の全国展開を実施 

提供授業科目は９科目 

「シェルスクリプト言語論１」については福井県１，富山県 3（計４名） 

「石川県の市町」については、愛知県 1、茨城県 1、京都府 2、群馬県 1、広島県 1、高知県 1、 

埼玉県 1、鹿児島県 1、新潟県 1、静岡県 1、大阪府 4、長野県 1、東京都 3、富山県 9、福井県 

2、北海道 1（計３１名） 

  

 （後期） 

・シティカレッジ 

開講予定科目数：２３科目→ ２２科目開講 

以下の１科目は、申込み者が３名以下で未開講 

食生活と健康（北陸学院大学） 



 

 

 
  ・提供機関開講科目 

開講予定科目数：２７科目 →  ２３科目開講（不開講３科目、受講生なし１科目） 

・各高等教育機関の魅力ある授業の全国展開を実施 

提供授業科目は１０科目 

「シェルスクリプト言語論２」については富山県１（計１名） 

「石川県の行政-いしかわの行政が目指すもの－」については、愛媛県 1、宮城県 2、京都府 2、 

群馬県 1、広島県 1、埼玉県 2、鳥取 1，東京都 3、富山県 3、兵庫県 1（計１７名） 

 

２ ｅ教育支援センター事業【自主事業】 

いしかわシティカレッジ授業の質向上のため、ICT 教育に係る情報技術・システムの支援、基幹

システムである「ＵＣＩポータル」や Web サイト等各種システムの運用・サポートを実施 

Web 会議ツールを使用し、パソコン・スマホ・タブレットなどから受講が可能となる Web配信授

業を実施、継続（令和４年度後期から、Web 会議ツールの同時接続数を強化） 

また、UCIポータルの情報基盤の更新期限を見据え、新システム構築中 

 

【オンライン授業に向けての整備内容等】 

パソコン、Zoom ライセンス更新、Formzu ライセンス更新、ポケット Wi-Fi 更新、Google 

Cloud Platform（GCP）増強等 

 

令和５年度シティカレッジ授業 授業形態別 科目数内訳（集中講義除く、開講のみ） 

 
対面授業 

オンライン 

授業 

対面・オンラ

イン併用 
計 

5年度 前期 ９  ４ ５ １８ 

5年度 後期 ９  ４ ７ ２０ 

計 １８  ８ １２ ３８ 

 

３ 金沢・いしかわフィールドワーク事業【自主事業】 
シティカレッジ単位互換事業の授業の魅力向上のため、金沢市及び県内にある歴史・文化施設、企

業、自然、歴史遺産等の資産を活用し、フィールドワークを交えた実践型・体験型の授業を推奨・支

援 

他大学生にも開放するフィールドワーク型授業・個別プログラム（学都プログラムのスタンダード

リスト掲載分）による県内の諸資産を活用した実践型・体験型授業を支援 

機 関 名 科目名・プログラム名 開 講 時 期 

北陸大学 奥能登国際芸術祭サポート 後期 

    ※令和４年度は１件 

 

４ 兼六園周辺文化施設の「学生のまちパスポート」事業【石川県・金沢市との連携事業】 

「学都石川」の機運醸成と学生による中心市街地の活性化を目的に、石川県と金沢市が連携し、

新入生が兼六園周辺の県・市の文化施設に１年間無料入館できるパスポートを発行 

また、コロナの影響による文化施設閉館のため利用が困難であった 2020年、2021年の入学生に

対し、月から月の期間に救済措置を実施 
利用者数   ５,１１８人（３月末現在） 

   （令和４年度 ５,９７４人） 

 

５ 障がい学生等支援共同サポートセンター事業【自主事業】 
各高等教育機関の障がい学生支援を支える事業として、各高等教育機関の障がい学生支援事業をサ

ポートする啓発セミナーや障がい学生及び卒業生の集い等を実施 

実施日時 テーマ 講 師 参加者数 

令和５年９月１日（金） 

13：30～15：30 

第１４回障がい学生支援に

関する情報交換会 
－ １４ 

令和６年２月１９日（月） 

15時 00 分～17時 00 分 

第１６回障がい学生支援セ

ミナー 

大阪大学 キャンパス

ライフ健康支援センタ
６９ 



 

 

 
精神障がいのある学生への

合理的配慮 

ー 特任助教 

前田 由貴子 

    

令和４年度                                   

実施日時 テーマ 講 師 参加者数 

令和４年９月５日(月) 

15:00～17:00 

第１３回障がい学生支援に

関する情報交換会 
－ ２５ 

令和５年２月２７日（月） 

15:00～17:00 

第１５回障がい学生支援セ

ミナー 

私立大学における障がい学

生支援の体制整備 

柳 智盛 先生（長崎国

際大学） 

梅本 直 先生（京都外

国語大学） 

５０ 

 

Ⅱ 情報発信事業＜情報発信専門部会＞ 

１ 広報事業【自主事業】 

「大学コンソーシアム石川概要」、「石川の大学ガイドブック」などの広報誌を発行。また、広

報活動の強化及びホームページを充実 

① 「石川県の大学ガイドブック２０２３」の発行      ：令和５年５月 

② 「大学コンソーシアム石川（概要パンフレット）」の発行 ：令和５年６月 

③ ホームページの充実 

 

２ 石川県高大連携セミナー事業【自主事業】 

高等学校の教員と高等教育機関の教員・入試広報担当者との間で、高校教育及び大学等の教育研

究内容等について相互理解を深める場を開催 

セミナー名：令和５年度石川県高大連携セミナー 

実 施 日 時：令和５年１０月１３日（金）１５時３０分～１６時３０分 

場   所：石川県青少年総合研修センター２階ホール 

内   容：「新課程入試の最新情報について」 

参 加 者：高等学校４７名 高等教育機関１７名 

 

３ 出張オープンキャンパス事業【自主事業】 

県内の高等教育機関で学ぶ意義について情報発信するため、高等教育機関が連携して北陸３県

の高等学校及び石川県内の中学校へ出向き、模擬授業を実施 

実  施  校 実 施 日 出 席 者 派遣高等教育機関 講座数 

星稜高等学校 

５／２７ ６７ 

金沢大学（２） 

石川県立大学 

公立小松大学 

４ 

６／２４ ７８ 北陸大学 １ 

１０／２１ ３５ 金沢美術工芸大学 １ 

１２／１６ ４２ 

石川県立看護大学 

金沢工業大学 

金沢星稜大学 

金沢学院大学 

４ 

石川県立 

野々市明倫高等学校 
７／７ ５４６ 

  金沢大学（７） 

石川県立看護大学 

石川県立大学 

金沢星稜大学 

１０ 

福井県立武生高等学校 ７／１２ ３０３ 金沢大学（３） ３ 

富山県立八尾高等学校 ９／１５ ８３ 
公立小松大学（２） 

金城大学 
３ 

小松市立高等学校 ９／１５ ３６ 公立小松大学 １ 



 

 

 
９／２７ ３７ 北陸大学 1 

１０／２３ ３６ 北陸大学 １ 

１１／１６ ３４ 金沢学院大学 １ 

１２／１９ ３８ 北陸大学 １ 

石川県立輪島高等学校 １０／３ ７６ 金沢大学（３） ３ 

石川県立羽咋高等学校 １０／２４ １６０ 金沢大学（６） ６ 

富山県立福岡高等学校 １１／１４ ６８ 

金沢大学 

北陸大学 

金沢学院大学 

３ 

私立仁愛女子高等学校 １１／２４ １６２ 
金沢大学（２） 

公立小松大学 
３ 

富山県立呉羽高等学校 １２／８ １８３ 

金沢大学（３） 

石川県立大学（１） 

金沢学院大学（２） 

６ 

石川県立門前高等学校 １２／１１ ８０ 

石川県立看護大学 

公立小松大学 

金沢星稜大学 

金沢学院大学 

金城大学 

北陸学院大学 

金沢学院短期大学 

金城大学短期大学部 

８ 

富山県立高岡南高等学校 １／２３ ９２ 
金沢大学（２） 

金沢学院大学（２） 
４ 

石川県立錦丘中学校 ２／１６ ３６０ 

北陸先端科学技術 

大学院大学（１） 

石川県立大学（２） 

金沢美術工芸大学（１） 

金沢工業大学（１） 

北陸大学（４） 

金沢学院大学（２） 

北陸学院大学（１） 

かなざわ食マネジメント

専門職大学（１） 

１３ 

延べ ２０校（１６）※               延べ ７７講座（７０講座）※            

※括弧は前年度実績 

 

４ 学都石川魅力発信推進事業【石川県補助金事業】 

４－１ ＳＮＳを活用したＰＲ強化 

インスタグラムを活用し、県内の大学紹介や大学生紹介の他、石川県の魅力などについて情報発

信 

実施期間：令和５年５月１日(月)～７月３１日(月)（９２日間） 

広告種類：広告Ⅰ 大学紹介編、学生紹介編、地域紹介編 

広告Ⅱ 高等専門学校紹介編 

対象年齢：広告Ⅰ １５歳～１７歳男女 

広告Ⅱ １４歳男女 

発信地域：広告Ⅰ・広告Ⅱ〔国際高等専門学校〕 

関東（東京、千葉、埼玉、神奈川、群馬、栃木、茨城、山梨）関西（大阪、 

京都、兵庫、奈良、滋賀、和歌山）東海（静岡、愛知、三重、岐阜） 



 

 

 
広告Ⅱ〔石川工業高等専門学校〕 

石川、富山、福井、新潟、長野、滋賀 

 

４－２ 県外高校の教員招聘 

学生獲得の決定打となるよう、学都石川の伝統や先進性に磨きをかけて県内外に積極的に発信 

北陸３県以外の高校教員を招聘し、大学等の特徴の紹介、施設の案内、充実した石川県の学びの

環境、生活環境の紹介及び、情報交換会を実施 

関西・東海地域へのＰＲ強化のため、関西・東海地域の教員限定枠を設定 

名 称：「学都石川」高校教員向けキャンパスツアー 

実施日：令和５年１０月３日(火)、４日(水)の１泊２日 

参加者：５５名（内、関西・東海地域からの参加者 ３２名） 

参加教員の高校所在地：東京、神奈川、茨城、栃木、群馬、新潟、長野、山梨、静岡、愛知、

岐阜、三重、滋賀、大阪、京都、兵庫、和歌山、岡山 

対応大学：金沢大学、石川県立看護大学、石川県立大学、金沢工業大学、金沢星稜大学・金沢

星稜大学女子短期大学部、北陸大学、金沢学院大学・金沢学院短期大学、金城大学・

金城大学短期大学部、かなざわ食マネジメント専門職大学、公立小松大学(情報交

換会) 

 

４－３ 関西・東海方面への出張オープンキャンパス事業  

関西・東海方面の高等学校対象に、模擬授業を実施することにより、石川県内高等教育機関の

学びを紹介 
実  施  校 実 施 日 出 席 者 派遣高等教育機関 講座数 

静岡県立伊豆伊東高等学校 １１／１ ４４ 金沢工業大学 ２ 

                               （※同一講義を２回実施）      

５ 文化系芸術祭の開催【自主事業】 

文化系学生の学びを公開、情報発信するとともに、大学コンソーシアム石川会員機関の学生間の

交流の場として、文科系芸術祭「学都石川」まちなか芸術祭を開催 

企   画：金沢美術工芸大学生（２名） 

開 催 期 間：令和５年１２月１５日(金)～１７日(日) 

会   場：しいのき迎賓館：ギャラリーＡ・Ｂ、ガーデンルーム、イベントホール、し          

いのきプラザ 

参加大学数：６大学（金沢大学、石川県立看護大学、金沢美術工芸大学、金沢工業大学、金沢

学院大学、北陸学院大学） 

参加学生数：６２名(出展、搬入、展示作業、在廊、ワークショップ、ミニコンサート出演、

撤収作業等に参加) 

出展作品数：４２(絵画、彫刻、工芸、染織、デジタルアート) 

ミニコンサート：２団体（北陸学院大学ハンドベルクワイア、金沢大学ピアノの会） 

ワークショップ：コラージュノート作成 

来場者数：ギャラリ― 各約２４０名、ガーデンルーム（プロジェクションマッピング会場）

８３名、ワークショップ参加者２５名（午前・午後）、ミニコンサート観客約５０

名） 

 

 

Ⅲ 地域連携事業＜地域連携専門部会＞ 

１ 大学・地域連携アクティブフォーラム開催事業【自主事業】 
地域課題研究ゼミナール支援事業「地域共創支援枠」・「地域課題発掘枠」合同活動報告会および情報

交換会を開催 

日 時：令和６年２月２３日（金・祝）１０時～１６時３０分 

場 所：金沢商工会議所会館（オンライン同時配信） 

参加者：学生、審査員、教職員、自治体・地域関係者等 １３５名 



 

 

 
 

 

２ 高等教育機関及び学生による地域貢献活動の実態調査事業【自主事業】 
県内における高等教育機関・学生等による地域貢献活動の実態調査を行い、その結果を広く活用し

ていただけるよう、例年３月にデータベース化しホームページで公開予定であったが、令和６年能登

半島地震を考慮し、今年度調査は見合わせ次年度にまとめておこなう。 

 

３ 地域課題研究ゼミナール支援事業【石川県委託事業】 

県内の高等教育機関のゼミや学生グループ等と地域団体等が、教育資質の向上と地域の活性化の

ため、連携して行う地域課題解決のための活動を支援する事業を行う。昨年同様、研究の成果を

社会実装に繋げるため「企業との連携」を評価ポイントに加えて採択ゼミを決定 
➀地域共創支援枠 

地域団体等と共に活動の計画・目標を定め、ワークショップ等を地域で実際に実施し、明確な 

アウトプットの達成を目的とした取組みに対して支援 

➁地域課題発掘枠 

フィールドワーク調査等により、提示された課題や、掘り起こした課題の解決・活性化策を検討 

するなど、実際の地域活動の入り口部分について提案し、その促進を図る取り組みに対して支援 

 

 地域共創支援枠 採択一覧（１０件）＜新規１件、継続９件＞ 

№ 市町名 
連携する 

地域団体等 
課題名（テーマ） 新規/継続 

申請高等教育機

関・ 

指導担当教員 

1 穴水町 
石川県庁 

交通政策課 
のと鉄道観光列車における個人客の利用促進 

3 年計画

/2 年目 

北陸大学 

日下恭輔 他 

2 小松市 
小松埋蔵文化

センター 

「加賀立国 1200 年」を契機とした地域の歴史

PR と学びの場創出 

4 年計画

/2 年目 

金沢学院大学 

戸根比呂子 

3 野々市市 
野々市市役所

企画振興部 

ICT を活用したコミュニティバス等の情報発

信 

5 年計画

/3 年目 

金沢工業大学 

伊藤隆夫 

4 珠洲市 
粟津自彊団 
(ｱﾜﾂﾞｼﾞｷｮｳﾀﾞﾝ) 

キリコ祭り(秋祭り)の文化の継続・継承 
3 年計画

/2 年目 

石川県立大学 

長野峻介 他 

5 金沢市 NPO エコラボ 
地域自然環境に適したソーラークッカーの開

発及び普及プログラム・交流事業の開発 

5 年計画

/3 年目 

石川県立大学 

藤田萩乃 他 

6 金沢市 
おおくわこど

も食堂 
こども食堂の認知と充足率の向上 

5 年計画

/2 年目 

金沢学院大学 

広根礼子 

7 かほく市 
かほく市役所 

健康福祉課 

働き盛り世代の健康を増進する実践邸アプロ

ーチ 

3 年計画

/3 年目 

石川県立看護大学 

垣花渉 

8 能美市 
能美市役所 

産業交流部 

能美市伝統野菜「加賀丸いも」の知名度向上と

販路開拓・拡大 

3 年計画

/3 年目 

金沢学院大学 

飯田栄治 他 

9 七尾市 
(一社)きたま

え JAPAN 
七尾市の人口減少と能登地域の衰退 

5 年計画

/2 年目 

金沢大学 

松島大輔 

10 野々市市 野々市市役所 
おくすりの多剤重複の解消やおくすり手帳の

活用 

3 年計画

/1 年目 

金沢大学 

菅幸生 他 

 

地域課題発掘枠 採択一覧（４件） 

№ 市町名 
連携する 

地域団体等 
課題名（テーマ） 

申請高等教育機

関・ 

指導担当教員 



 

 

 

1 珠洲市 
すず里山里海

移住フロント 
集落や産業における深刻な担い手不足 

石川県立大学 

上野裕介 

2 白山市 
白山市役所 

企画振興部 
女性活躍の推進に関する調査 

金沢大学 

齊藤実祥 他 

3 珠洲市 蛸島町区長会 
キリコ祭りを中心とした能登地域の文化的景観の保全

と継承 

金沢大学 

白石英巨 

4 白山市 

白山手取川ジ

オパーク推進

協議会 

金沢への外国人観光客に白山手取川ジオパークへ足を

延ばしてもらうための調査 

北陸学院大学 

木村ゆかり 他 

 

 

４ 石川未来プロジェクト事業【自主事業】 
県内大学等の学生が、所属・学年を超えて石川県の未来を見据えて今すべきことの共通テーマ（「人

口、100万人。」-2050 年における石川県の人ロ-）にプロジェクトチームで取り組む 

コーディネーター教員が各プロジェクトチームのプロジェクト遂行のサポート 

令和５年度は、６大学１１名の応募があり、定員数に満たないこと、応募者全員の熱意がうかがえ

ることから全員を採択 

前半の活動は、各自の発表と小グループでの討議を重ね、各自の案をブラッシュアップした内容の中

間報告発表を実施し、中間発表での評価（学生間、コメンテーターによる）をもとに、親和性のある

テーマで３チームを作り、後半を運営 

・キックオフ講義 

実施日時：令和５年５月２０日（土）１０時～１２時 

場  所：Zoom 会議（ミーティング） 

テーマ：「プロジェクトのマネジメント」 

概 要：基本的な知識、リーダーシップ、プロジェクト活動のマネジメントについて 

講 師：金沢工業大学 情報フロンティア学部 田中孝治准教授 

・中間報告会 

実施日時：令和５年７月２２日（土）９時３０分～１２時 

場  所：石川四高記念文化交流館 ２階 多目的利用室３ 

・成果報告会（令和６年能登半島地震に伴い石川未来会議を兼ねて実施） 

概  要：３チームの成果報告、優秀チーム表彰等 

実施日時：令和６年２月１７日（土）９時３０分～１２時 

場  所：金沢商工会議所（１Ｆ研修室） 

 ゲスト・審査員：永井三岐子氏、大学コンソーシアム石川加盟校委員、石川県・市町の振興課職

員など 

 

 

Ⅳ 教職員研修に係る事業＜教職員研修専門部会＞ 

１ 教職員研修（ＦＤ・ＳＤ）事業【自主事業】 
先進的な取組みを進めている大学等の実例、大学教育・管理運営等についての基本的な考え方などを

講演できる学識者を招聘し、教職員を対象に研修事業を実施 

実施日 テーマ 講師名等 参加者 

令和５年８月８日

（火） 

14：00～16：00 

分野を超えた専門知の組み合

わせとは～Society 5.0 にお

ける人材育成の姿～ 

 

金沢大学全学 FD研修会との

共催 

九州大学  教育改革推進本部  

教授(副理事)  深堀 聰子       

金沢大学  融合研究域 融合科学系 

教授  中山 晶一朗 

金沢大学 教学マネジメントセンタ

ー特任助教   山下 貴弘 

TSK 株式会社 代表取締役社長   

高木 亮太 

開催案

内のみ 

令和５年９月１５日

（金） 
生成 AI のあれこれ 

北陸先端科学技術大学院大学 

遠隔教育研究イノベーションセン
５２ 



 

 

 
15:00-17:00 ター・教授 長谷川 忍 

令和５年１０月２８日

（土） 

14:30～17:00 

「大学職員として『生き残る

大学』を考える ～本当に強

いキャリアを重ねるために

～」 

大学行政管理学会 中部・北

陸地区研究会との共催 

追手門学院大学 客員教授  

進路指導アドバイザー、高大共創

コーディネーター 倉部 史記 氏 
２２ 

令和５年１１月６日

（月） 

15:30～17:00 

合理的配慮について 

北陸大学  

国際コミュニケーション学部  

教授 河野 俊寛  

４６ 

令和５年１１月２８日

（火） 

アセスメントプランや LMS 活

用（金沢大学全学 FD研修会） 

「知識集約型社会を支える人材育

成事業（DPDP）」 

共通テーマ 4 参加校合同主催・教

学マネジメントセミナー2023 

開催案

内のみ 

令和６年１２月１４日

（木） 

18:30-21:00  

「話し合いを可視化する！ 

新しいコミュニケーションツ

ール『グラフィックレコーデ

ィング』の魅力（第 2 弾：実

践編）」 

トークグラフィッカー 

山口 翔太氏 
５ 

令和６年３月１２日

(火) 

15:15-16:15 

金沢大学における教育 DX 推

進について 

金沢大学 

学術メディア創成センター 

助教 東 昭孝 

２８ 

令和６年３月２５日

(月) 

15:00-16:30 

科研費申請について（２） 

金沢大学  

先端科学・社会共創推進機構 

准教授 稲垣 美幸 

３６ 

令和４年度は、９回の研修会を開催し教員２３０名、職員６０名、計２９０名が参加 
 

Ⅴ 産学官連携人材育成に係る事業＜産学官連携人材育成専門部会＞ 

１ 学都いしかわグローバル人材育成支援制度【寄附】 
日本人留学生・外国人留学生と企業をつなぎ、石川のグローバル化を総合的に支援することを目的

に、以下のプログラムを実施 

① Take-Off Program（日本人学生の留学支援） 

石川県の地域活性化に寄与しようと  する意欲ある学生の実践的な留学を支援し、グローバルな

知識と能力を高め、地域企業が求める人財として育成 

② Landing Program（外国人留学生の地元定着等） 

石川県で学ぶ外国人留学生が石川県内の企業に就職することを支援 

③ Global exchange（グローバルカフェ）  Program（日本人留学生・外国人留学生と企業を繋ぐ） 

石川県内のグローバル情報の共有と就職希望者の情報の共有等を支援 

 

＜Take-Off Program（日本人学生の留学支援）＞ 

【募集人員】 

３名程度 

【令和６年度募集要件】 

日程 

・令和６年（２０２４年）８月１日（木）〜令和７年（２０２５年）３月３１日（月）の間に留

学が開始される計画 

・諸外国における留学期間が２８日以上６か月以内（３か月以上推奨）の計画 

・令和７年（２０２５年）９月３０日（火）までに終了する計画 

計画内容 

・石川県内での事前・事後インターンシップ 

・大学・各種学校、研修、ボランティア等の独自計画 

・アンバサダー活動、エヴァンジェリスト活動が含まれている計画 

・「レベル２：不要不急の渡航は止めてください。」以上に該当する地域ではない計画 

※留学先機関の所在地が、外務省の「領事サービスセンター（海外安全相談班）」の情報提



 

 

 
供サービス等における「海外安全ホームページ」上「レベル２：不要不急の渡航は止めて

ください。」以上に該当する地域ではない計画 

スケジュール 

募集期間       ：令和５年（２０２３年） １２月 

応募人数：２名（２次  

書面審査（一次審査） ：令和６年（２０２４年） ４月下旬 

書面審査結果の通知  ：令和６年（２０２４年） ５月上旬 

面接審査（二次審査） ：令和６年（２０２４年） ５月下旬 

採否結果の通知    ：令和６年（２０２４年） ６月中旬 

海外留学の開始    ：令和６年（２０２４年） ８月１日（木）以降 

 

＜協賛依頼企業数＞ 

訪 問 社 数 ：３７社（団体含む） 

協賛企業数 ：１４社（内２社新規 団体含む） 

寄附金額：２１３万円 

 

＜企業との連携＞ 

今年度、トビタテ制度の報告及び新制度への寄附依頼のため企業訪問をした際に、高等教育機関と

の連携及び取組への理解促進を目的に、部会等へのオブザーバー参加を呼び掛けた。 

２月１日開催の専門部会では、３社５名の参加があり、参加企業からは「理解の乏しい事業だった

ため参考になった、今後も参加したい」との意見があった。 

 

 

２ 学都いしかわグローカルチャレンジプログラム 

学都いしかわ課題解決型グローカル人材育成プログラムを継承し、各大学の教育目標を超えた視点

で、大学間の連携や地域との共創を促進するプログラムを実施 

 

令和５年度学都いしかわグローカルチャレンジプログラムの適用科目（５大学８プログラム） 

・（継続）金沢大学 地域創造学類 ローカルチャレンジプログラム 

・（継続）金沢大学 地域創造学類 グローバルチャレンジプログラム 

・（継続）金沢大学 国際学類 グローバルチャレンジプログラム 

・（継続）石川県立看護大学 ローカルチャレンジプログラム 

・（継続）石川県立看護大学 グローバルチャレンジプログラム 

・（継続）石川県立大学 ローカルチャレンジプログラム 

・（継続）金城大学 ローカルチャレンジプログラム 

・（継続）石川工業高等専門学校 ローカルチャレンジプログラム 

 

３ 学都いしかわエクスターンシッププログラム 

高等教育機関側から教育的インターンシップを企業に依頼する形式ではなく、企業が中心となって

実施する就業体験に、教育的要素を付加する形式として実施する。就業活動を通し社会人として必要

な能力を高め、自主的に考え行動できる人材を育成 

① 企業向けセミナー 

・実施日：令和５年６月２２日（木） 

・参加数：４社６人 

② 学生実習プログラム 

・参加企業数：２社（実施企業数１社） 

・応募学生数：２名（実施人数 １名） 

※参加学生の体調不良等により、プログラムは途中で中止 
③ 石川県等との連携について 

本プログラムの普及について、石川県商工労働部及びジョブカフェ石川と意見交換を行っ

た。 

石川県主催の１２月２８日に開催された「いしかわインターンシップフェス＆仕事研究フ

ェス」に参加し、参加企業に本プログラムの説明を行った。 
 



 

 

 
Ⅵ 管理・運営等関係 

１ 総会等の開催 
① 定時総会の開催 

開 催 日：令和５年６月２４日（土） 

場   所：金沢ニューグランドホテル 

協議事項：・令和４年度事業報告及び収支決算について 

・令和５年度事業計画及び収支予算について 

・シティカレッジ授業の全国展開について 

・石川未来プロジェクトについて 

・学都いしかわグローバル人材育成支援制度について 

② 理事会、運営委員会、専門部会の開催 

大学コンソーシアム石川の定款に基づき、適宜開催 

 

２ 大学コンソーシアム石川の公益社団法人対応 
令和５年度事業計画書等に係る提出書類 

・事業計画、収支予算書 

令和４年度事業報告等に係る提出書類 

・財産目録、役員等名簿、社員名簿、正味財産増減計算書、事業報告書、監査報告書、運営組織及

び事業活動の状況の概要等、公益目的事業比率の算定総括表、納税証明書等 

 

３ 全国大学コンソーシアム協議会等への参加 
全国大学コンソーシアム協議会の役員及び運営委員として、会の発展に寄与するとともに同会が開

催する全国大学コンソーシアム研究交流フォーラムに参加 

全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム 

開催日：令和５年９月２日（土）・３日（日） 

場 所：常葉大学静岡草薙キャンパス 

 第１分科会の「障害学生支援と大学間連携」において、石川県における事例を紹介（金沢大学

の濱田助教） 

 ポスターセッションに参加し、大学コンソーシアム石川の事業を紹介（事務局） 

 


